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高周波電流の周波数が骨形成に及ぼす影響 
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我々は，高周波電流刺激により骨欠損内に多量の骨形成が生じたこと，実効電流値は 95-

110mA より 15-30 mA の方が骨形成効果は高かったこと，電流刺激を加える時期は骨欠損

作製後 0-28 日より 0-11 日の方が効果的であったこと，また duty 比は骨形成に影響を与え

ないこと，4 日以内に刺激を加えることが骨形成促進に効果的であることなどを報告してき

た．しかし，これらの研究で使用した高周波電流は，多くの周波数を混合して 520 kHz と

しているため，骨再生に有効な周波数を明らかにして，単一周波数で通電した方が効果は向

上する可能性がある．そこで，本研究では骨再生に効果の高い周波数を明らかにすることを

目的に行った． 

まず、骨が多量に形成される場合に多く流れる周波数を探索する目的で実験を行った．10

週齢 Wister 系ラットの頭蓋骨に，外径 4.8 mmトレフィンバーで骨欠損を作製した．欠損

部への電流刺激には，従来から使用してきた多数の周波数が混在した高周波電流を用い，オ

シロスコープで電流波形を記録，高速フーリエ変換して各周波数の実効電流値を解析した．

各周波数の実効電流値の割合と 8 週後の μCTによる骨形成量を比較したところ，骨形成量

がとくに多かった例では， 549 kHz と 7,751 kHz の 2 つの周波数で実効電流値が高くなっ

ていた． 

さらに，この 2 つの周波数と，骨再生効果が低いと考えられた 11,710 kHz を選択し，単

一周波数の正弦波をラット頭蓋骨に同様の骨欠損を作製して通電，8 週後に μCT 画像と脱

灰薄切標本からそれぞれ硬組織形成率を算出した．μCT による硬組織形成率は，通電しな

かった対照群に対して全ての通電した群で有意（p<0.05）に高い値となり，さらに 7,751 

kHz では 11,710 kHz および多数の周波数が混在した従来の高周波電流に比べて有意

（p<0.05）に高い骨形成率を示した．組織計測による骨再生率は，通電しなかった対照群に

対して全ての通電した群で有意（p<0.05）に高い値となった． 

以上の結果から，7,751 kHz の周波数が骨形成促進に最も効果的であることが明らかと

なった． 

 


